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私の専門領域である薬理学の中か らこれまで私

自身が研究をしてきた ものの一部を紹介する。題

名からはカレント・トピックス的な感 じがするか

も知れないが,す べて動物実験による ものである。

薬理学 というのは,イヒ学物質である薬物を生体

に与えた場合に生ずる生体の反応を研究する学問

である。

臨床 上,薬 物療法の場合に患者に一種類の薬物

をたった一度だけ用いることはむしろまれであ り1

数種類の薬物を連続 して用いることが常識的であ

る。つまり薬物の併用 と連用が普通に行われてい

ることになる。

ところが薬理学の研究では併用効果の研究およ

び連用実験は,ほ とん ど行わない。一種類の薬物

の作用機序を解明するだけで もむずかしいのに ,

その上 2つ 以上の薬物を使 っては薬理作用の研究

が困難になるか らであ り,ま た薬物を連続投与す

る場合は,む しろ中毒学的に慢性毒性の検索を目

的 としている。

今回,会 長講演で取 り上げたのは,薬 物の運用

効果に関する研究 として,臨 床的に も,社 会的に

も問題の多い Mbr phine(M)お よびMethamp―

hetamine(MA)の 運用実験であり,長期間にわ

たって実験可能 な,し か も脳の機能を直接客観的

に把握出来 る脳波学的研究法を用いた ものである。

慢性電極植込み手術を施 したゥサギを用いてM

およびMAの 連続投与 を行い, これ らの薬物の脳

波におよぼす影響を検索 したのであるが,連 続投

与は 1日 1回 で,投 与期間はM,MAと もに 5週
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間とし,Mの 場合は第 1週 10%/町 ,第 2週 20%

/町 ,第 3週 40%/町 ,第 4週 60″/町 ,第 5週

80″/町 であり,MAで はそれぞれ1%/町 , 2

%/町 ,4%/町 ,6暉 /町 , 89/K9と した。

脳波の検索は,連 続投与開始前に対照として,

また連続投与中は各週の終 りに,連 続投与終了後

は適宜脳波記録を行いこれらを比較検討した。

一方,脳 波実験 と平行して直腸温の測定 も行い,

Test doseに用いたM10%/町 s.c・ の体温下

降が連続投与の進むに従って減少し,耐 性の形成

されて行くことを確認した。

MAに ついては,連 続投与前,連 続投与中,終

了後ともにMAlη /時 のTest dOseで 何らの

変イヒもみられなかった。

また,Mの 連続投与第 3週 目のウサギに麻薬拮

抗薬であるNalorphineを投与すると行動上も脳

波上も著しい興奮が観察され,Nalorphineに よ

る禁断症状の誘発されることが裏付けられ,こ の

事実からもMの 連続投与によりMの 慢性中毒実験

としての意義が認められた。

ウサギにおける本実験の結果から,Mの 慢性中

毒時の脳疲所見は新皮質,海 馬ともに脳波の覚醒

イヒであり動物は強度の興奮状態を示し,連 続投与

中止後10日から2週 間で全く連続投与開始前の状

態に回復することが知 られたが,MAの 連続投与

については耐性の形成はみられず,動 物の行動上

の変イヒもほとんど認められないのであるが,脳 波

2N°ターンが正常のものと異なり,覚 醒波パターン

の持続する時期と徐波パターンの持続する時期が

交互に,し か も周囲の変化と関係なく,突 然交代

するというような異常な所見が得 られた。
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自発脳波がどんなパターンを示しているか,つ   思 われる。            |

まり脳の活動状態が どんなレベルにあるかにより   以 上がMお よびMAの 連続投与実験の大要であ

外来刺激に対する反応が左右されることは容易に  り ,20年前の研究であるが,看 護学部での研究濯

うなづけることであり,ヒ トにおける覚せい剤常  動 が可能になったので,今 後はコンピュータなと

用者のおこす凶悪な犯罪などの裏付けとしての脳  を 駆使した脳波学的分析による研究を進めたいと

の活動状況に関しても,よ り精細な脳波の分析に  考 えている。

し=.よ る生理学的アプローチが可能なのではないかと

日本看護研究学会雑誌Vol・ 5 %3 1983


